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審判 主審 副審

東村山第一 松山南第二
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 26 0 11 4 1 4 ＊ (C) 16 3 1 5 2

5 ＊ 11 1 4 0 0 5 0 0 0 0 1

6 0 0 0 0 0 6 ＊ 10 2 2 0 4

7 ＊ 27 1 11 2 0 7 ＊ 0 0 0 0 4

8 ＊ 13 0 6 1 1 8 ＊ 15 1 5 2 1

9 0 0 0 0 1 9 ＊ 8 0 4 0 2

10 ＊ 16 0 7 2 1 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 11 - - - - -

12 0 0 0 0 1 12 - - - - -

13 - - - - - 13 - - - - -

14 - - - - - 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

93 2 39 9 5 49 6 12 7 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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警告：合計が違います

１日目 予選リーグJ

松山南第二

警告：合計が違います

(東　京)

東村山第一 93

 植木　信吾

三浦  亜美

小山    悠

2010年（平成22年)8月23日(月) 9:30
会 場 廿日市市スポーツセンター

 山住　泰光

49

真鍋  清香

中川原 彩咲

久保    結

八木  真純

広島

森本  愛弥

清水    恵

橘  実乃理

佐竹  桃奈

斎田  鮎美

川野    舞

合計 合計

記載者 二岡　政徳 （所属）

選　手　氏　名

戦　　評

松本　俊秀村越 真紀子 コーチ

古谷  夏美

大﨑  睦美

選　手　氏　名

永井  菜摘

吉澤  祐佳

曽我部 奈央

堀切  佳穂

菅原 かれな

友近  琴美

松島  伶奈

コーチ

芝    樹里

梅木  夏美

熊    千里

島村  寧女

齊藤  沙織

岡  あすみ

白鳥  結香

宇都宮 海帆

山口  早都

    第１Q　松山南第二はハーフコートマンツーマンDef、東村山第一はゾーンDefでスタート。東村山第一は＃
４、＃１０がOffリバンドをとり、シュートで加点する。松山南第二は＃６のドリブルで早いOffを展開するが得点に
結びつかず１８－９で東村山第一がリード。
    第２Q　東村山第一は＃１０、＃４のインサイドプレー、マンツーマンDefからインターセプトで加点し、３０－１３
と差を広げる。松山南第二はたまらずタイムアウトを取るが、東村山第一はオールコートゾーンプレスで相手の
ミスを誘う。松山南第二は３Pをねらうが決まらず苦戦し、４１－２１で２Q終了。
    第３Q　東村山第一はハーフコートマンツーマンDef、松山南第二はハーフコートゾーンDefに変える。東村山
第一は中・外のパスをうまく回し、インサイドシュートで得点を加える。対する松山南第二も＃４、＃６の３Pで得
点をあげ、残り２分で４９－３１とする。東村山第一は＃４、＃７のミドルシュート、＃５の３Pで６７－３３と点差を
広げ、３Qを終わる。
    第４Q　松山南第二はマンツーマンDefで始まるが東村山第一はオールコートゾーンプレスで前からプレッ
シャーをかける。東村山第一＃７、＃４のミドルシュート、３Pで得点をあげていく。松山南第二も＃４の３Pで応戦
するが、シュート力で勝る東村山第一が９３－４９で逃げ切る。
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